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本調査に関して

【1】 目的
本調査の目的は、株式会社プラントビオに於ける、社内の精度管理の一貫として実施致しました。本調査に

関しまして、サンプリング～分析及び専門家の先生方への検証依頼・全て社内の予算において実施しており
ます。検証に関しては、以下に記載の先生方に弊社での分析結果と固定サンプルをお渡しし検証をお願い
しております。

【2】検証について
海産植物プランクトン:日 本歯科大生命歯学部 生物学教授 南雲 保
海産動物プランクトン:独立行政法人中央水産研究所 平川 和正
淡水植物プランクトン:藻類研究所 福嶋悟 (元横浜市環境科学センター、元珪

藻学会長)

淡水動物プランクトン:信州大学山岳科学総合研究所教授 花里孝幸
※敬称略

【3】期間 (調査年月日)

。平成22年8月 2日 (夏季調査)

・平成22年 10月 15日 (秋季調査)

。平成23年2月 7日 (冬季調査)

。平成22年4月 20日 (春季調査)

【4】採集場所
。早川漁港 (小 田原漁港)市場前 Jヒ緯35度 14分 21秒 東経139度08分58秒
・芦ノ湖 元箱根 (鳥居前) 北緯35度 12分07秒 東経139度01分32秒

【5】調査概要
・植物プランクトン

表層採水により2Lを 10ml程度 (必要に応じて更に)まで濃縮を行い、光学顕微鏡に
より検鏡。固定は、検鏡用にグルタールアルデヒド固定と、ホルマリンによる固定を行
い持ち帰り分析

。動物プランクトン
水深20mより鉛直引きによリシュガーホルマリンにより固定持ち帰り分析
使用ネットは、NXX13(目 合い100μ m)を使用

※その他調査項目:気温・水温。PH・水色。透明度
※なお使用した顕微鏡は、以下のとおりです。
生物顕微鏡 :オリンパスBX40、 50 実体顕微鏡 :オリンパスSZX-12
撮影 :上記以外に、ライカDMLB+キーエンスVHX-1000

【6】分析結果に関して
植物プランクトン分析の場合、優占種もしくは、優占上位種の不明種が珪藻で、酸処理等が必要な場合

は、酸処理して同定致しますが、それ以外の場合は、当社では種名ではなく、その上位分類群 (属 )で止める
ことが有ります。今回福嶋先生にご指摘を受けた種に関しては、その結果を反映致しました。(+表記)なお、
弊社付着藻類分析におきましては、通常酸処理 (パイプユニッシュ方)にて分類しております。

【7】 写真に関して
掲載したプランクトンの写真は、当社が過去に撮影した写真の在庫から使用したものも有ります。よつてすべ

ての写真が芦ノ湖産のプランクトンを撮影したものでは有りませんので、ご注意ください。
(あくまで地元に貢献という趣旨で作成致しました。)

また写真帳の後半には、ネット法により採集した低倍率の写真を四季に分けて掲載致しましたが、日合いが
100 μ mのネット濾過のサンプルですので、それ以下サイズの優占する藻類 (ペリディニウム ビペス)などは殆
ど入つておりませんのでご注意ください。

【7】 謝辞他
各方面の先生方並びに芦ノ湖漁協 (野崎組合長)にはご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

ありがとうございました。

※なお、微細藻類から動物プランクトンそして魚に至る食物連鎖に関しては、下記の本に詳しく掲載されておりますのでご覧下さい。
「ミジンコはすごい !」 花里孝幸著 岩波ジュニア新書



分析手順

〔植物プランク トン・・・淡水・海水共通〕

【濃縮】

1.搬入されたサンプルを 24時間静置する。

2.アスピレーターにより上澄み液を取 り除き、以下の目安まで濃縮する。次段階の濃縮を行 う

際は上記 1.と 同様に濃縮前に 24時間静置を行 う。

(濃縮前試料水量→濃縮後試料水量)

102→ 20、 22→ 500鵬、10→250祀、500m2→ 125鵬、125-250祀→50m2～ 100m2(沈殿管)

※50mO～ 100m2へ濃縮の際に沈殿管に移す。

(上澄み除去の際に水面にアオコによる着色が見られていた場合は、着色している部分を

出来る限リピペ ットで吸出し別容器に移 しておく)

3.沈殿管で 24時間静置し、沈殿量を測定後に上澄み液を取り除き最終サンプル量 (10m2等の

適宜)に濃縮 し、小型容器に移す。

※サンプル中の浮遊物の濃度により試料水の最終サンプル量は変動する。

4.[ア オコが発生 していた場合の別容器の手順]

別容器はメスシリンダーや沈殿管などの水面部分がなるべく狭くなるものを使用し、24時

間静置する。静置後に駒込ピペットを使用 し、着色部分の水を吸出し、3.の操作で作成さ

れた試料水と合わせ、最終サンプルを作成する。

【分析】

5。 容器を良く攪拌 した後、マイクロピッペット (200μ 2)に より0.05～0.lmlを とり、0.5nl■ l

間隔罫線付スライ ドグラスに滴下する。カバーグラスは 18× 24nmlを 使用 し (0.05mlの 場合

は 18× 18nmlで も可)プ レパラー トを作成後に、プランク トンの細胞数および種を検鏡する。

※細胞数のカウン トは全体でおよそ 400細胞を目安としているが、種組成およびプランク

トンの濃度により適宜変更する。

※使用する顕微鏡は正立顕微鏡で、オリンパスの BX40、 BX50、 BX51の いずれかを使用している。



分析手順

〔動物プランク トン・・・淡水・海水共通〕

【濃縮】

1.搬入されたサンプルを 24時間静置する。

2.アスピレーターにより上澄み液を取 り除き、以下の目安まで濃縮する。次段階の濃縮を行 う

際は上記 1.と 同様に濃縮前に 24時間静置を行 う。

(濃縮前試料水量→濃縮後試料水量)

102→ 22、 20→ 500m2、 12→250m2、 500mO→ 125mO、 125-250m2→ 50mO～ 100m2(沈殿管)

※50m2～ 100m2へ濃縮の際に沈殿管に移す。

3.沈殿管で 24時間静置 し、沈殿量を測定後に上澄み液を取 り除き最終サンプル量 (10m2等の

適宜)に濃縮 し、小型容器に移す。

※サンプル中の浮遊物の濃度により試料水の最終サンプル量は変動する。

【分析】

4.容器を良く攪拌 した後、マイクロピッペット (1鵬)により0.1～0.5mlを 分取し、0.5nlln間

隔罫線付スライ ドグラスに滴下する。次に 18× 24nlnlも しくは 18× 321mlの カバーグラスを使

用 してプレパラー トを作成する。これを検鏡 して、種の同定および計数を行い、基本的には

その全量を種別に計数する。個体数のカウン トは全体でおよそ 400個体以上を目安とし、1

回の検鏡でカウン ト数が少ない場合には上記の検鏡を数回行 う。ただし、プランク トンの現

存量が非常に少ない場合には、数回検鏡 してもカウン ト数が 400個 体に満たない場合もある。

※使用する顕微鏡は正立顕微鏡のオリンパスの BX40を使用している。



社内プランクトン精度管理データ(海産植物プランクトン)
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文献名 分類群

山路勇 (1984)「 日本海洋プランクトン図鑑 (第 3版)1保育社 海産プランクトン全般

福代康夫・高野英昭・千原光雄。松岡数充編 (1990)「 日本の赤潮生物 ―写真と解説―J内 田老鶴圃 渦鞭毛藻類

lalmelo k.Tomas(1996) tldetifuine Marine Diatoms and Dinoflasellates I Academic Press.lnc Fl藻類、渦鞭毛藻類

千原光雄・村野正昭編 (1997)「 日本産海洋プランクトン給索図説 1東海大学出版会 海産プランクトン全般

愛辺仁治編 著 (2005)「 淡水珪藻生態図鑑J内 田老鶴圃 珪藻類

岩国市立ミクロ生物館 (2011)「 日本の海産プランクトン図鑑 1共立出版株式会社 海薦プランクトン全般



プラングトン分析検証依頼シート

項目    苺産・機物プランタトン

依籠者氏名  日本歯科大 南募先生

観頼年月日 手農23年 11月 30日

は機内容について

1.分析手順や方法について

彙社の試料における分析手順はプランタトン分析において議当と判断いたします。ただし,文章中

の r作成Jは『作製Jの方が薔切と考えます。

2.種の固定と詩数にういて

小日原漁浩から採集した海産植物プランクトンのサンプルを綸摯した結果,分析縮暴め泰中の以下

の分類群について修正・加準をいたします。
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社内プランクトン精度管理データ(海水動物プランクトン)

早り|1漁港動物プランクトン分析 結果表

ソコミジンコロ
カフリソコミジンコ
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用 早 || プランクトン

丈献名

千原 光雄・村野正昭編 (1997)「 日本産海洋プランクトン綸索図説 1東海 大学 出版会

山路勇 (1984)「 日本海洋プランクトン図鋪 (第311F)保育社

SHUHEI NISHIDA (1985)「 TAXONOMY AND DISTRIBUT10N OF THE FAMILY OITHONIDAE(COPEPODA,CYCLOPOIDAIIN THE
PACIFIC AND INDIAN OCEANSJ BULL.OCEAN RES.INST。 ,UNIV.TOKY0

OTOHIKO TANAKA(1956-1965)「 THE PELAGIC COPEPODS OF THE IZU REG10N,MIDDLE」 APAN SYSTEMATIC ACCONUNT l―
12J PUBL.SETO MAR.BIOL.LAB.

岡田要・内田清之助・内田亨 (1988)「 新 日本動物図鑑「上～ 中]Jヒ隆館

西村 二郎編 (1992.1995)「 日本海岸動物 図鑑「 11.「 Ⅱll保育社

猪木正三賄修 (1981)「 原生動物 図鑑 1講談社

文部省 (1988)「 学術用語集 (改訂版)J丸善

八木 龍一他編 (1996)「岩波 生物学辞典[第4版]1岩波書店



プランクトン分析検証依頼シート

項 目    海産・動物プランクトン

依頼者 氏名  元中央水産研究所 平川様

依頼年 月日 平成23年 8月 23日

依頼 内容について

【検鏡結果】
各季節 (春、夏、秋、冬)を通して沿岸・内湾性種が卓越するが、少量ながら外洋性種が加わっていること
から、小田原港の低次 (プランクトン)生態系は周年を通して単一ではなく、黒潮の影響による沖合からの
生物的要素も加わり、多様化することが示唆される。動物プランクトンの総個体数と種の多様性は、高水
温期 (23.6～ 26.6℃ )の夏～秋には低水温期 (約 15℃ )の冬～春と比較し高くなる様相を示していることか
ら、水温上昇に伴うプランクトン生産の促進が伺われる。この時期のプランクトン生産は、主にα励

"aあ法
“

によつて代表される沿岸。内湾性種によつて特徴づけられる。

【種名などの記載】
①“Copepodids of OOOOOO"の 表記は避ける。○○○○○○の中に、明らかに△△△△△種の

copepodd(恐らく、CⅣ・V)として査定可能な個体がいれば(例えば、助■etta aθυヒ壼onsなど一属一種
の場合も必然的に該当)、 成体と共に△△△△△種として計数する。査定不可能な個体 (恐らく、CⅢ以
下)は、属レベル、或いは科レベルで一括して計数し、○○○○○○ (属名)spp.(Copepodds)、 或いは

◇◇◇◇◇ (科名)(Copepodds)と して表記する。これまでの記載方法の踏襲を見直すべきである(属名
或いは科名を前に配置)。 更に、種名の次にこれらを記載する。

例 :几
"励 “

烈 "フυs

R燿励 z/s sp.或 いは spp.(Copepodids)

Paracalanidae(Copepodids)

②“NauJ五 ofOOOOOO"の 表記も避ける。Copepod(a)nauph、 或いは、未査定Copepod(a)(Nauplil)

などとして表記。

【検鏡方法】
・カバーグラスを使用したら、サンプルを一定方向からしか観察できないのでは?
。まず、大型個体 (体長 :便宜的に1.5mm以上)を低倍率 (× 約40)で全体を見て計数。次に、小型個体を

適宜〔個体の密度に応じて、例えばlmmのグリッド付きスライドグラスを一定間隔 (―行置き)で×100〕 計
数することが望ましい(但し、単価次第)。

【その他】
・精度管理の具体的方法の検討が必要。(できれば、当該分析者が査定した同一サンプルをその場で

再査定するなど)

・基本的には、ビジネスとして成立するアイディアとオリジナリティが重要。



プランタトン調査野帳 (葛謝::漁港)

地点名 夏季 秋季 冬季 春季

ST. 市場前 市場前 市場前 市場前

調査日 2010年■月2日 2010毎■0リヨ15日 201μ事2月 7日 201μ手4月 19日

開始時間 12:45 12:50 13:00 13:30

終了時間 13:40 13:30 13:40 14:10

天候 曇り 曇り 晴れ 晴れ

気温 29.5°C 27.0'C 14.8°C 19℃

水温 26.6℃ 23.69C 15。 2℃ 15℃

PH 8.08 8.33
ｒ
ｕ

ｎ
υ

″
‘ 8。 03

塩分 (‰)
●
●

●
０ 31 34

●
０

０
０

透明度 水深4～ 6mで計測不能

緯度 N.35° 14′ 21.″

経度 E.139°  08′  58.4″

調査担当 EU・ KS EU・TS EU・ TS EU・ KM

その他

2月 にしては大変温か
い

気温は間違えでは有り

ません !

採集:植物プランクトン 10L(表層採水),動物プランクトン 20m× 5回 500ml(水平引き)
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社内プランクトン精度管理データ(淡水植物プランクトン)

注2)細胞数は有効数字2桁で表示
注3)十印は分析後に先生の精査により追加確認された種
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文献名 分類群

3.Huber―Pestalozzi(1941,1968,1983)「 DAS PHYTOPLANKTON DES SUSSVVASSERS Tol12-1,3,7-1」 E.Schweizerbart'scho

/erlagsbuchhandlung 緑藻細クロロコックム ロ、昔金色藻細

宙瀬弘幸 山岸高旺 編 (1977)「 日本淡水藻図鑑 1内 田老鶴圃 炎水藻類全般

福代康夫。高野秀昭・千原光雄 。松岡数充 編 (1990)「 日本の赤潮生物―写真と解説 1内 田老鶴圃 偶鞭毛藻類

水野寿彦・高橋永治 編 (2000)「 日本淡水動物プランクトン検索図説 1東海大学出版会 願毛藻類全般

滝コ仁治編 著 (2005)「 淡水球藻生熊図鑑 1内 田老鶴 圃 庄藻類

小林弘。出井雅彦・真山苺樹。南雲保 。長田敬五 著 (2006)「 小林弘葺藻図鑑第 1巻 1内 田老鶴圃 塵藻類

渡邊員之 著 (2007)「 日本アオコ大図鑑J誠文堂新光社 錆藻類アオコ形成種



プランクトン分析検証依頼シー ト

項目    淡水植物プランクトン

依頼者氏名 藻類研究所分析センター 福嶋悟

依頼年月日 2011年 8月 9日

依頼内容と検議結果報告

芦ノ湖の植物プランクトンの分析結果について、サンプリング、試料濃縮、計数等、分

析手順のとおり実施されたものとして、コメン トします。

著
=
今回の結果:ま、計数してのコメントで:まありませんが、当方が把握 している声ノ湖の権

物プランク トンの数値からすると、4国 ともに最も小さな数値です。手順、計算に問題がな

ければ結構です。

方法のなかで、マイクロピペット (200マイクロ)を使用とのことですが、チップの先端

爾径が製品によつては小さく、FragilaFia Crat…なや′s″わ鯰臨ヵ翻馴αの舞体が十分に

吸えてないケースが実際にあり、検討の必要性があると思われます。

今回は出現しておりませんが、Zレ事
"お

でも全く不適当です。

また、市販品の l mlのガラス製メスピペットの大部分も先が隷く誤差を生じます。

菫
'■

ヨ蜘嘲罐導華鰤謗轟攀
計数結果ですが、結果が lL当たりの細胞数ですから、例えば 8月 2日 の場合、400細旋

が最小出現頻度であつた種類ということになります。 しかし、もともと出現頻度の低い種

類は、これ以下であるのが普通であり、有効数値から考えても数種類の追加は必要ではな

いかと思います。

作成された永久プレパラー ト及び試料において:ま、計数結果にない種類が認められ (全

てではない)例えば次のような種類の中で、幾つかは数値があがるのではないかと思われ

ます。

100802

■4ダas,a varJaws

.42traCOw`rα  αttbigr                `

み薇翻脇瞥 濯

騨 静a&ユi“′訥 ′
“

駄″rJOtta/aF20Sa

Cocra″θおpFacaFrara

Иc力Pla″rtts αヴ脚

15



Gonplwwu lrarutst,
CSnbelbW.

10101.5
tt&rimvsiars
S}arp*.avblovr,

Wtwiaaax
Sfieaeli<nisinn
Eiryqwusreilis
C?nMlac*sphlda

Cy,tkflatugieda

Cynbella l@occrtols

Cocanteis rtw*Ia
GorwlwwnMt
Epitlntrr,iasp.

110207

Uwolaial&Sleu
Aafuaseiradisto .ls

Cryraaignnq.

Naviaialusta

Conpnunu*wtwt
Conptnmuarysvat g&nbr

Cwhlbgrutk
E*ttyonampwtram
E rcrotsrc miwtrort

u0d20

Sffr*arupts
Cocwisfuetub
khna*|rc ce;igtr

CsnMlagrilis
CwMIactspifu
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作表では各種の現存量を2桁の有効数値で示しされていますが、水辺国勢調査等では3

桁で示されていると思います。 2綺の根拠が明摯であればそれでよいのですが、私は3桁

でも良いのではと思います。

使用図鑑についてですが、これならというものがないのが現状です。珪藻については、

渡辺懃閲けと小林、出井他⑫側0がありますが、後者は畦藝類の極く一部が薇われているに

7iaぎ ず 、 前 者 も 必 ず し も 見 や す い 写 真 ば か り で は な く 、 tlし ろ

K… ,H工ANGEIE団田圃山0性,… a鼎ば魚田a von Mim―a.,2た,滋,ツヽ

ν4,を基本に固定し、属組名を後で新たな分瀬略に直すことを推奨しま丸

II.HA― のAnAth o置】闘由DiatomBも 珪線類全般を扱い、汽水、海産種も扱つ

ており、見やすい線面のみで説明文はないが参考書として優れており、比較的安価です。

『 日本淡水産職植物プランクトン図側 があがつておりませんが、緑藻類のセネデスム

ス科、オエキスティス料、等は『 日本淡水藻国鑑』よりも新しく、また詳しく、全般の仕

事の基本国鑑とすることをお奨めします。ただし、鞭毛薇額と鞭毛虫類など、運動性があ

る機毛藻を原生動物に含めている等の特徴があります。新版では学名の誤植等が訂正され

てヽヽます。

麟  点:1罵
,撼)し

ました
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社内プランクトン精度管理データ(淡水動物プランクトン)

ノ ランクトン

No. 綱 日 科 種名 平成22年8月 2日 平成22年 10月 15日 平成23年2月 7日 平成23年 4月 20日

1 肉質鞭毛虫門 葉状根足虫綱 ナベカムリロ すベカム ! Arcella discoides 50

フセツボカムリ科 Centroovxis aculeata 50

糸状根足虫綱 グロミアロ ウロコカムリ科 Euelwha sp. 50
４

一
５

骸毛虫門

銹瓢
目

目雄
妊 フデヅツカラムシ科

100 300
50

50

6 Эligotrichida 50
31LIOPHORA 100 600 100

０
０ 輪形動物門 単生殖巣綱 ワムシロ ツボワムシ科 Kellicοι

`′

bノ

“
″

`″

力∂ 900 2.650 5,050 2,750

9 Keratella cochlearis 50 300 250
Keratella ouadrata 100 50

フクロワムシ科 XAsplanchna priodonta 2,250 100

ネズミワムシ科 Trichocerca sD. 50

1 ドロワムシ科 Ploesoma truncatum 100 50

14 Polvarthra eurvDtera 2.950

PdFatthra sp. 100 50 100

16 Synchaeta sp. 1,400

マルサヤワムシロ ミジンコワムシ科 胞 ar`力″ 雌ra 50

ミツウデワムシ科 ′磁クb′b■ongisθι∂ 50 1.450 350
19 テマリワムシ科 Conochilus unicornis 350
20 ハナビワムシロ ハナビワムシ科 Collotheca sp. 100 400 100
９

″ 節足動物門 ミジンコ綱 ミジンコロ シ ダ Diaohanosoma so. 750
22 ミジンコ科 Daohnia saleata 3.700 450 50
23 ゾウミジンコ科 Bosmina lonsirostris 500 2,950 7.500
０
４ '<tvi)y=f!1 Alona sp. 50

25 ノロ科 Leptodora kindtii 150

26 アゴアシ綱 カラヌス日
`ゲ

ナガケンミジンコ科 Eodiaotomus iaoonicus 450
０
乙 cooenodid of Calanoida 6.300

28 ケンミジンコロ ケンミジンコ科 Cyclops Иb力″s 400 100 300 100

29 copepodid of Cyclopoida 250 450 1,900 1.600
●
Ｄ nauolius of Cooeooda 4.950 7.900 2.750 2.850

19 20 10 12

総個体数(個体/m 17.750 21.350 15.150 15,750
m1/イ令[ 9.8 8.0

1 は、分析後に先生の により本種に し

″:●rtご810・0′・:|“.

株式会社プラントビオ
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文献名

水野寿彦・高橋永治編 (2000)「 日本淡水動物プランクトン検索図説 1東海大学 出版会

水野寿彦 (1977)「 日本淡水プランクトン図鑑 1保育社

岡 田要 。内田清之助 。内田亨 (1988)「 新 日本動物図鑑「上～ 中¬ Jヒ降館

小島貞男・須藤隆一・千原光雄編 (1995)「環境微生物図鑑J講談社

猪木正三監修 (1981)「原生動物図鑑 1講談社

堵南山 編著。水野寿彦 訳著 (1982)「 中国/日 本 淡水産枝角類総説 |たたら書房

沈嘉瑞 編著・水野寿彦 訳著 (1982)「 中国/日 本 淡水産榛脚類総説 |たたら書房

鈴木官 (1999)「 車輪虫類 同定学 |三省 堂

田中正明 (1991)「 日本湖沼詰 1名 古屋大学 出版会

田中正明 (2002)「 日本淡水産動植物プランクトン図鑑J名 古屋大学出版会

西島信昇監修 (2003)「琉球列島の陸水生物 1東海大学出版会

文部省 (1988)「学術用語集 (改訂版)1丸善

八木 龍 一他編 (1996)「岩波 生物学辞典「第4版]1岩波書店



プランク トン分析検証依頼シー ト

項 目     淡水・動物プランク トン

依頼者氏名 信州大学山岳科学総合研究所 花里先生

依頼年月日 平成 23年 H月 11日

株式会社プランピオ御中

依頼 (検証)内容について

まず、原生動物については、私の専門ではないので種の同定はしませんでした。

フムシと甲殻類 (ミ ジンコ、ケンミジンコ)については問題はないと思います,

ただ、スψぬ口atta sp.(フ クロワムシ)は咀嗜盤を見て、И″山ヮc加′〃力劾 ″ でぁると思い

ます。

Asplanchnaの 咀嗜盤は、サンプルとカバーグラスでつぶすと見えます。

もつとちゃんと見るときには、スライ ドグラスに載せて、そこにアルカリ液 (例えば水酸化カリ

ウム)滴下して少しアルコールランプでスライ ドガラスの下からあぶると

咀嗜盤がよリクリアーに見ることができると思います。

なおリス トにあつた Cmα力Ls銘
"め

と こbゐ励観 sp.はサンプル中から見出せません

でした。

上記のとお り検証致 しました。

信州大学山岳科学総合研究所
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プランクトン調査野帳(芦ノ湖)

地点名 夏季 秋季 冬季 春季

ST. 鳥居前 鳥居前 鳥居前 鳥居前

調査 日 2010年■月2日 201伊手10月 15日 201F手2月 7日 20H年4月 19日

開始時間 10:30 10:55 10:45 10:20

終了時間 11:50
”
■ 11:45

′
■

天候 曇 り 曇り 晴れ 曇り

気温 25℃ 22.5°C 14℃ H.5℃

水温 24.7°C 19.5℃ 6.1℃ 9.2℃

水色

PH 8.4 8.4

透明度 8.5m 811111 6.51n 8.51n

緯度 N.35°  12′  07.4″

経度 E.l39" 0l' 32.4"

調査担当 EU・ KS EU・ TS EUOTS EUOKM

その他
2月 にしては大変温かい

気温は間違えでは有りませ
ん !

採集 :植物プランクトン 20L(表層採水)、 動物プランクトン 20m× 5回 500ml
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